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研究テーマ

本研究は、日本の女子学生が、がんおよび子宮がん検診に対してどのようなイメージを持ち、
そにめーじや不安を都市部と地方の女子学生で比較することで、がんおよび子宮がん検診に対する
不安とイメージをもとに認識の違いを明らかにし、がん検診への対策を見出すことを目的としてい
ます。

３：２の将来に繋がる結果予想・目標

対策が明らかになることで、子宮頸がんの受診率の向上により、がんの早期発見早期治療につなが
ります。また、定期的な検診を推進することは、女性の健康に対する予防行動が促進され、自己管
理能力の向上につながると考えます。さらに、都市と地方のそれぞれの課題を明らかにすることで
地域格差の是正を目指します。

４：全国の RFL 関係者に一言メッセージ

社会に役立つための研究となるように努力したいと思います。サバイバーやケアギバーをはじめ、
リレー・フォー・ライフ・ジャパンに関わる多くの皆様に感謝いたします。

２：助成研究の内容紹介

研究者の横顔

山梨県立大学

日本の女子学生におけるがんおよび子宮がん検診に対するイメージ、受診動機、ならび
に受診障壁の解明

１：研究者になろうとしたきっかけ

がん看護専門看護師として、在宅療養されている終末期がん患者さんのリンパ浮腫ドレナージのコ
ンサルテーションや実践を行っています。看護師の手でできる患者の生命力を引き出す成果を可視
化したいと思い、研究を続けています。


